
「生活者としての外国人」のための日本語教室空白地域解消推進事業

文化庁国語課地域日本語教育推進室 1

「生活者としての外国人」のための日本語学習サイト
「つながるひろがるにほんごでのくらし」活用オンラインセミナー
―つなひろの新機能と実際の活用事例―



つなひろとは？



概要
日本語教室がない空白地域に暮らし、日本語学習機会がない外国人が独
学で習得できる日本語学習コンテンツを開発・公開

（開発・運営：文化庁、委託：凸版印刷株式会社）

内容
・生活場面の動画中心、字幕表示、文法確認、表現・語彙の確認、
生活に必要な情報等を掲載した学習サイト（R３：約170万アクセス）
・活用方法等のセミナーの開催（R３：約2,000人参加登録）

対応言語 全１７言語
日本語、英語、中国語簡体字、ポルトガル語、スペイン語、ベトナム語
インドネシア語、フィリピノ語、ネパール語、クメール（カンボジア）語
韓国語、ミャンマー語、モンゴル語、タイ語
ウクライナ語、ロシア語 【令和４年６月３０日公開】
中国語繁体字【令和４年１２月２２日公開】

令和４年度今後追加：中国語（繁体字）

使い方ガイドブック等の作成
活用促進のため、広報ツールを作成・公開
・使い方ガイドブック
・パンフレット
・ポスター
・広報用動画





• パソコンやスマートフォンがあればすぐに学習可能

• １動画３分程度なので隙間時間でも学習可能

いつでも

どこでも

• 登録不要なので、誰でも利用可能

• レベル別のコンテンツ提供で、自分に合った学習レベルから学習を開始
だれでも

• 生活に根差したシーンの日常会話を学び、学んだ日本語はすぐに役立つ

• 防災、ごみ捨て、あいさつ、買い物、電車、引っ越し…etc。身近な日本語を動

画で手軽に学べる

すぐに使える

サイトの特徴



開発の背景



開発の経緯

○「生活者としての外国人」のための日本語教室空白

地域解消推進事業の展開（平成３０年度～）

○日本の市区町村のうち、「生活者としての外国人」が

参加できる「日本語教室」がない地域が半数以上ある。

○日本語学習機会の提供のために、

・日本語教室開設支援（地域日本語教育スタートアッププログラム）

・ＩＣＴ教材提供

の２本柱で事業展開中



ＩＣＴ教材の開発に向けた提案と方針

○ウェブサイトでの提供

アクセスの容易さ

○動画中心の教材作成

生活場面に特化した体験・行動につながる日本語学習

○双方向性の確保

Ｗｅｂ上の双方向性△

実生活での本コンテンツを介したコミュニケーション○

○日本語学習者であると同時に「生活者」

○社会・文化的情報の重要性



●「生活者としての外国人」に対する日本語教育の

標準的なカリキュラム案について

●ガイドブック

●教材例集

●日本語能力評価について

●指導力評価について

カリキュラム案５点セットを知っていますか？

５点セット
「生活上の行為の事例」について、平成２２年に
策定されたものであることも考慮し、社会状況の
変化に鑑み、見直しを含めた検討を現在行って
おります。

つなひろにおける生活日本語は、
こちらの５点セットの内容をベース
に作成されています。



「生活者としての外国人」のための日本語教育の目的・目標

日本語を使って…

① 健康かつ安全に生活を送ることができる
② 自立した生活を送ることができる
③ 相互理解を図り，社会の一員として生活を送ることができる
④ 文化的な生活を送ることができる

ようにすること

○言語・文化の相互尊重を前提としながら、「生活者としての
外国人」が日本語で意思疎通を図り生活できるようになること

令和４年度は、「日本語教育の参照枠」でいうところの「自立した言語使用者」としての日本語能力
取得を目指した日本語教育を念頭に、つなひろの動画も拡充してまいります。



基本的な考え方



行政や日本語教師向け
（日本語のみ）

本サイトの応用活用に向けて（使い方ガイドブック）

つなひろは、自学自習用に開発されたサイトですが、日本語教室等で活用されているという声を受け、行政や指導
者向けに大幅に内容を拡充した使い方ガイドブック（第３版）を発行しております。



サイトの特徴（使い方ガイドブックp8）



サイトを構成する柱①（使い方ガイドブックp９）



サイトを構成する柱②（使い方ガイドブックp９）





このサイトにおける学習のプロセス（使い方ガイドブックp11）



目標確認

動画視聴

表現・言葉の学習

基本の学び方（使い方ガイドブックp22～23）



サイトの活用について



その他（コラム）



引き続き、つなひろをよろしくお願いいたします。
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